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1	
 はじめに	
 

	
 近年，タブレット端末の普及とともに電子書

籍の利用が広がっている．また，デジタルネイ

ティブと呼ばれる世代が多くなるにつれ，教育

での電子書籍や電子教科書の利用は広がってい

くように思う．デジタル教科書は英語教育にお

いては，その効果や利点，欠点が示された者も

ある[1]．日本でも，デジタル教科書教材協議会

[2]が，実証実験を始めている[3]．	
 

	
 本研究では，電子化された書籍の特徴を生か

した利用方法を探り，より効果的な学習効果や

テキストとノートの使いやすさを追求する．そ

のため，大学の講義での使用を目的に，電子書

籍を閲覧しながらノートを取ることができる

iPad 用アプリケーションを作成した．	
 

	
 本アプリケーションを利用することで，テキ

ストとノートを一つのモバイル端末に統合する

ことができる．本アプリケーションを利用した

学生からアンケートを取り評価する．	
 

	
 

2	
 アプリケーション概要	
 

	
 本アプリケーションの動作例を図 1 に示す．

本アプリケーションは，タブレット端末を触っ

たことがない人間にも直感的な操作が可能とな

ると考え，iPad 用アプリケーションとして作成

した．アプリケーションは，左に配置したテキ

スト部と右に配置したノート部に分かれている．

それにより電子書籍を閲覧しながらノートを取

ることが可能である．のーとはキーボード入力

と，手書きによる図などの書き込みが可能とな

っている．また，アプリケーション使用者は PC

を通してテキストとノートの追加，取り出しを

行うことができる．	
 

	
 電子書籍には様々なファイルフォーマットが

あるが，本アプリケーションでは、PDF ファイル

を表示することとした．これは，今後どのよう

なファイルフォーマットが電子書籍の主流にな	
 

	
 

	
 

	
 

るかが判断できなかったため，広く普及してい

る PDF を選んだ．別のファイルフォーマットが

主流となる場合にはそちらにも対応していきた

い．テキスト部では，PDF ファイルの表示，拡大

縮小，手書きによる書き込みができる．	
 

	
 ノート部はワープロソフトのような複雑な機

能を持たず，テキストファイルを作成，編集す

るものとした．これは，技術的に難しいという

点からと，操作が複雑化することを避けるため

である．ノート部をタッチするとソフトウェア

キーボードがせり上がり，入力できるようにな

る．また，手書きによる書き込みが可能となっ

ている．	
 

	
 アプリケーションの開発言語は Objective-C	
 

2.0，開発環境は Xcode を使用した．	
 

	
 

	
 
図 1	
 アプリケーション動作例	
 

	
 

3	
 評価実験	
 

	
 3.1	
 実験条件	
 

	
 iOS アプリケーション開発の概要について，テ

キストを作成し講義を行い，アンケートを行っ

た．講義は，スクリーンを用いてスライド等を

映し，説明する形態で行った．講義時間は 1 時

間で，アプリケーションを使用する学生と，紙

に印刷したテキストと紙のノートを使用する学

生に分けた．講義の前半 30 分と後半 30 分でア

プリケーションを使用する学生と紙に印刷した

テキスト，ノートを使用する学生を交代した．
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被験者は大学 4 年生 6 人である．	
 

	
 前後半各 30 分のうち，15 分を名称，レイヤ構

造，メソッドの呼び出し方などの知識について，

スライドを用いて説明した．残りの 15 分でソフ

トウェアを作成し，動かしながら講義を行った．	
 

	
 また，アプリケーションのマニュアルを用意

し，必要があれば見ることとした．	
 

	
 

	
 3.2	
 実験結果	
 

	
 テキストを見ながらノートを取ることに関し

ては，表 1 のような結果となった．取りやすい

とした理由は，テキストとノートの距離が近い

ためとの回答だった．一方取り辛いとした理由

は，画面の小ささが原因であるとの回答が得ら

れた．また，画面を 2 分割した点については，

表 2 のようになった．これにより，テキストを

見ながらノートを取ることはあまり問題ないが，

分割する方法については検討が必要であると考

えられる．	
 

	
 マニュアルが必要か，というアンケートでは

表 3 のような結果となった．iPad の使用経験が

ない，あまりないとした学生が 3 名，そのうち 1

名がマニュアルは必要だったと回答した．よっ

て，おおむね直感的なインターフェイスができ

ていたと考えられる．しかし，ソフトウェアキ

ーボードや手書きについては慣れが必要である

とする学生が多かった．	
 

	
 アプリケーションと紙で見返すのはどちらか

という質問では，表 4 の結果を示した．アプリ

ケーションを選んだ理由は，テキストとノート

を一つの端末で管理できる点として挙げられて

いた．	
 

	
 移動中などのちょっとした空き時間に利用す

る際には，どちらを使用するかと言う質問では，

表 5 のような結果となった．場所を選ばずに利

用できると考えられているのは本アプリケーシ

ョンであることが分かった．	
 

	
 

4	
 おわりに	
 

	
 本稿では，電子化されたテキストとノートを

一つの端末に統合するアプリケーションの開発

について述べた。電子化されたテキストとノー

トを一つの端末に統合することついては，おお

むね良好な反応が得られた．しかし，画面の大

きさなどアプリケーションの設計に関する問題

も浮かび上がった．	
 

	
 いくつかの問題はすぐに緩和することができ

ると考えている．例えば，ソフトウェアキーボ

ードに対する慣れの問題は，iPad で利用できる

Bluetooth キーボードを使用することで緩和でき

ると考えられる．	
 

	
 これから，テキストとノートを電子化するこ

とによるメリットを十分に得られるよう改善し

たい．それだけでなく，iPad という端末の利点，

例えば録音なども取り入れていきたい．また，

iPad の台数の問題から 6 人という小規模な講義

についての知見しか得られなかった．今後，よ

り多い人数での講義や，講義のタイプによって

適正があるかを検証していきたい．	
 

	
 

表 1	
 テキストを見ながらノートを取ること

について	
 

紙の方が取りやすい	
 1	
 

同程度	
 3	
 

アプリケーションの方

が取りやすい	
 

2	
 

	
 

表 2	
 画面を 2 分割した点について	
 

使い辛い	
 0	
 

どちらかと言えば使い

辛い	
 

3	
 

どちらかと言えば使い

やすい	
 

2	
 

使いやすい	
 1	
 

	
 

表 3	
 マニュアルは必要だったか	
 

必要なかった	
 5	
 

必要だった	
 1	
 

	
 

表 4	
 見返すのはどちらか	
 

紙	
 2	
 

アプリケーション	
 4	
 

	
 

表 5	
 移動中などの空き時間に利用するのは

どちらか	
 

紙	
 0	
 

アプリケーション	
 6	
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